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○
佐
賀
県
武
雄
市

　

佐
賀
県
武
雄
市
は
、
佐
賀
県
の
西

部
、
佐
賀
市
の
西
28
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

佐
世
保
市
の
東
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
面
積
は
、

１
９
５
・
40
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

鶴
田
町
の
約
４・
２
倍
。
人
口
は
、

４
万
９
７
０
０
人
と
鶴
田
町
の
約

３・７
倍
で
す
。

　

佐
賀
県
武
雄
市
で
は
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
図
書
館
運
営
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
校
教
育
を
視
察
し
ま
し

た
。

（
１
）
官
民
一
体
と
な
っ
た
図
書
館

　
　

 

運
営

　

歴
史
文
化
伝
承
館
（
旧
水
元
小
学

校
）
な
ど
、
鶴
田
町
の
文
化
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
武
雄
市

図
書
館
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

武
雄
市
図
書
館
は
、
平
成
12
年
10

月
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年

４
月
に
樋
渡
啓
祐
氏
が
市
長
に
当

選
。
市
民
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す

る
た
め
の
一
つ
と
し
て
、
武
雄
市
図

書
館
の
３
６
５
日
年
中
無
休
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
に
は
、
95
日
あ
っ
た

休
館
日
を
毎
年
徐
々
に
減
ら
し
、
平

成
24
年
度
に
は
34
日
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
初
の
目
標
で
あ
る

３
６
５
日
年
中
無
休
を
行
政
で
行
う

に
は
限
界
を
感
じ
、「
行
政
で
で
き

な
け
れ
ば
民
間
の
力
で
」
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
テ
レ
ビ
番
組
で
見
た
代

官
山
蔦
屋
書
店
が
「
武
雄
市
民
の
た

め
の
図
書
館
」
と
イ
メ
ー
ジ
が
一
致

し
、
蔦
屋
書
店
と
提
携
し
た
い
と
考

え
、
社
長
に
直
談
判
。
平
成
24
年
５

月
に
基
本
合
意
を
締
結
し
、
平
成
25

年
４
月
１
日
よ
り
指
定
管
理
者
と
し

て
運
営
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
運
営
費
は
、
年
間
１・２
億

円
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
、
３
６
５

日
年
中
無
休
、
開
館
時
間
を
午
前
９

時
か
ら
午
後
９
時
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
つ
つ
も
、
１・
１
億
円
と
し
、

１
千
万
円
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
蔦
屋
書
店
と
連
携
す
る
こ

と
で
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
で
き
ま

し
た
。

①
懸
架
図
書
が
10
万
冊
か
ら
20
万
冊

　
へ
増
加

②
雑
誌
販
売
の
導
入

③
映
画
・
音
楽
の
充
実

④
文
具
販
売
の
導
入

⑤
電
子
端
末
を
活
用
し
た
検
索
サ
ー

　
ビ
ス

⑥
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
出
店

⑦
「
代
官
山
蔦
屋
書
店
」
の
ノ
ウ
ハ

　
ウ
を
活
用
し
た
品
揃
え
や
サ
ー
ビ

　
ス
の
導
入
（
自
動
貸
出
機
、
分
類

　
法
、
空
間
な
ど
）

⑧
Ｔ
カ
ー
ド
、
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
の
導
入

　　

武
雄
市
図
書
館
は
、
蔦
屋
書
店
と

組
む
こ
と
で
、
市
民
価
値
の
高
い
図

書
館
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
来
館
者
数
は
、
約
３

倍
（
25
万
５
８
２
８
人
（
平

成
23
年
度
）
→
72
万
８
２
４
２

人（
平
成
27
年
度
））
に
増
え
、

利
用
者
割
合
は
、
市
内
居
住

者
55
％
、
市
外
居
住
者
45
％

と
な
り
、
市
外
か
ら
も
多
く

の
お
客
さ
ん
を
呼
べ
る
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
公
共

施
設
の
民
間
委
託
が
進
ん
で

い
ま
す
。
武
雄
市
図
書
館
の

事
例
は
、
民
間
企
業
と
う
ま

く
連
携
す
る
こ
と
で
、
経
費

を
抑
え
な
が
ら
も
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
事
例
で
す
。
鶴
田
町
の
文
化
施

設
に
つ
い
て
も
、
よ
り
町
民
価
値
の

高
い
施
設
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

民
間
企
業
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ

た
運
営
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
２
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

　

統
合
小
学
校
校
舎
建
設
に
向
け
、

情
報
化
社
会
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
を
、
ど
の
よ
う
に
整
え

れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
た
め
視
察

し
ま
し
た
。

　

世
界
で
は
、
農
業
革
命
、
産
業
革

命
に
次
ぐ
情
報
革
命
が
起
き
て
お

り
、
今
後
何
十
年
か
で
、
今
あ
る
仕

事
の
80
％
が
無
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
武
雄
市
教
育

委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
み
、
情
報
化
社
会
に
対
応

し
た
人
材
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
21
年
度
に
は
、
普
通

教
室
全
て
に
電
子
黒
板
を
導
入
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
22
年
５
月
に

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
発
売
さ
れ
、
樋
渡
市
長

は
「
こ
れ
は
教
育
に
使
え
る
。
こ
れ

を
１
人
１
台
持
つ
時
代
が
や
っ
て
く

る
。
そ
れ
な
ら
ば
子
ど
も
た
ち
に
早

く
持
た
せ
、
教
育
の
現
場
で
使
う
こ

と
が
有
効
」
と
考
え
、「
ス
ピ
ー
ド

は
最
大
の
付
加
価
値
。
で
き
な
い
理

由
よ
り
、
で
き
る
理
由
を
探
し
な
さ

い
」
と
指
示
し
、
平
成
23
年
２
月
、

試
験
的
に
小
学
校
２
校
、
４
年
生
以

上
に
１
人
１
台
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
導
入
し

ま
し
た
。

議会常任委員会視察研修

鶴
田
町
議
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
視
察
研
修
報
告

視
察
先　
佐
賀
県
武
雄
市
・
福
岡
県
福
津
市
津
屋
崎

日
　
程　
平
成
28
年
８
月
24
日
（
水
）
～
26
日
（
金
）

参
加
者   【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】
小
関
優
、
蒔
苗
愛
子
、

　
　
　
　
　

  

一
戸
豊
、
三
浦
勉
、
北
谷
正
則
、
神
秀
次
郎

△官民一体で運営する武雄市図書館
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そ
の
後
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
使
用
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
や
学
力
の

向
上
が
確
認
で
き
た
た
め
、
平
成
26

年
に
全
小
学
生
、
平
成
27
年
に
全
中

学
生
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し

た
。
費
用
は
、
小
学
校
で
約
５
千
万

円
（
１
万
８
千
円
×
２
８
０
０
人
）、

中
学
校
で
約
４
４
０
０
万
円

（
３
万
４
千
円
×
１
３
０
０
人
）
で
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
主
に
算
数
と
理

科
の
反
転
授
業
で
活
用
し
て
お
り
、

学
校
で
動
画
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

家
庭
で
動
画
を
見
て
予
習
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
動
画
で
予
習
す
る
こ
と

に
よ
り
、
授
業
時
間
を
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
話
し
合
い
や
学
び
合
い
に
多

く
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
32
年
度
か
ら

学
校
教
育
と
し
て
導
入
さ
れ
る
予
定

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

も
、
武
雄
市
で
は
す
で
に
小
学

校
１
年
生
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

武
雄
市
で
は
、
平
成
27
年
10

月
に
教
育
大
綱
を
「
組
む
～
未

来
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
を
主

人
公
に
適
切
な
と
こ
ろ
と
組
む

～
」
と
定
め
、「
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
、
分
か
り
や
す
く
、
便

利
に
学
ぶ
」
機
会
を
増
や
す
た

め
、
自
治
体
だ
け
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
適
切
な
と
こ
ろ
と
組

ん
で
一
緒
に
や
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
が
進
む
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
、
そ
れ
以
上
の
勢
い
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
が
進

ん
で
い
ま
す
。
す
で
に
高
校
生
や
大

学
生
、
若
い
世
代
で
は
、
１
人
１
台

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
の
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
携
帯
電
話
の
延
長
で
は
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
に
電
話
が
付
い
て
い

る
と
思
っ
た
方
が
よ
く
、
子
ど
も
た

ち
の
多
く
は
、
親
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
触
る
な
ど
、
す
で
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
接
触
し
て
い
ま
す
。
包
丁

と
同
じ
よ
う
に
道
具
は
正
し
い
使
い

方
を
覚
え
る
こ
と
で
そ
の
価
値
が
発

揮
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、
早
い
段
階
で
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
い
方
や
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
町

で
統
合
小
学
校
を
建
設
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
、

授
業
や
フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
と
の
姉
妹

都
市
交
流
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
が
高
ま
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
情
報
化
社
会
に
対

応
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め

に
は
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
福
岡
県
福
津
市
津
屋
崎

　
（
旧
津
屋
崎
町
）

　

福
岡
県
福
津
市
津
屋
崎
は
、
福
岡

県
の
北
西
部
、
福
岡
市
と
北
九
州
市

の
中
間
に
位
置
し
、
福
岡
市
か
ら
車

で
約
１
時
間
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

合
併
前
の
面
積
は
、
23
・
28
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
鶴
田
町
の
半
分
、

人
口
は
１
万
４
千
人
で
、
現
在
の
鶴

田
町
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

福
岡
県
福
津
市
津
屋
崎
で
は
、
移

住
支
援
、
起
業
支
援
、
学
び
の
場
の

提
供
な
ど
を
し
な
が
ら
「
ま
ち
お
こ

し
」
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

旧
津
屋
崎
町
は
、
江
戸
時
代
、
明

治
時
代
と
塩
田
で
栄
え
て
い
ま
し
た

が
、
大
正
時
代
に
塩
田
が
廃
止
さ
れ

衰
退
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
時
代

に
は
、
海
水
浴
ブ
ー
ム
に
よ
り
一
時

盛
り
返
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
国

民
宿
舎
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
私
鉄
が

撤
退
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
15
年
か
ら
ま
ち

づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

津
屋
崎
と
関
わ
っ
て
い
た
山
口
覚
氏

が
、「
津
屋
崎
の
営
み
や
哲
学
を
新

し
い
形
で
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
考

え
、
平
成
21
年
に
「
津
屋
崎
ブ
ラ
ン

チ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ
で
取
り
組
ん
だ

事
業
の
中
に
は
、
移
住
ツ
ア
ー
が
あ

り
ま
す
。
移
住
ツ
ア
ー
は
、
た
だ
誰

に
で
も
幅
広
く
募
集
す
る
の
で
は
な

く
、
参
加
者
の
本
気
度
を
量
る
た
め
、

ツ
ア
ー
料
金
を
１
家
族
７
万
円
と
高

め
に
設
定
。
ま
た
、
移
住
者
に
仕
事

を
斡
旋
で
き
る
ほ
ど
地
元
に
仕
事
が

な
か
っ
た
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン

な
ど
、
働
く
環
境
に
と
ら
わ
れ
な
い

方
や
自
分
で
生
業
を
作
れ
る
方
な
ど

４
家
族
限
定
で
募
集
し
ま
し
た
。

　

移
住
ツ
ア
ー
に
は
、
３
家
族
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
町
民
と
参
加
者
が

交
流
し
な
が
ら
「
津
屋
崎
で
は
毎
日

ど
ん
な
暮
ら
し
が
待
っ
て
い
る
の

か
」
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
移
住
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

３
家
族
12
人
が
津
屋
崎
に
移
住
し

ま
し
た
。そ
の
後
、移
住
し
た
方
々

が「
津
屋
崎
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
感
想
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
投
稿

し
、
そ
れ
を
見
た
方
々
が
興
味
を

持
ち
、
そ
の
中
か
ら
移
住
す
る
方

が
現
れ
、
現
在
で
は
津
屋
崎
ブ
ラ

ン
チ
を
通
じ
て
移
住
し
た
方
が

１
０
０
人
以
上
い
ま
す
。
津
屋
崎

ブ
ラ
ン
チ
で
は
、
今
後
も
引
き
続

き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
学
び

の
場
を
提
供
し
な
が
ら
、「
新
し

い
働
き
方
、
暮
ら
し
方
、
人
と
の

つ
な
が
り
方
」
を
つ
く
る
こ
と
に

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ
の
移
住
ツ
ア
ー

で
は
、
結
果
を
予
想
し
、
対
象
者
を

絞
っ
た
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
、
行
政
に
お
い
て
事
業
を
企
画
す

る
際
は
、
求
め
て
い
る
結
果
に
到
達

で
き
る
よ
う
、
綿
密
に
計
画
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
内
容

に
よ
っ
て
は
、
行
政
が
取
り
組
む
よ

り
、
民
間
団
体
が
取
り
組
む
方
が
自

由
度
が
上
が
り
、
良
い
結
果
を
生
む

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町

民
と
対
話
を
し
な
が
ら
事
業
を
任
せ

ら
れ
る
団
体
や
人
材
を
積
極
的
に
育

て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
の
視
察
研

修
報
告
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

△武雄市役所の職員から説明を受けました。

△津屋崎ブランチで説明を受ける参加議員（右）


